
 

リュウノウギク ビナンカズラ 

全山紅葉の一歩前。青く高い空に思わず深呼吸。秋本番。 

「あの道 この道 迷い道」どこかで聞いた言葉だが、棚田への道も加えたい…。 

なんでもないあぜ道・山裾に小さな発見が、ビナンカズラ、リュウノウギク…草花の目の高さで見るととて

もかわいい。そんな素顔に出逢えるのも魅力のひとつ。今日も自然のふところの中にとっぷりつかっていま

す。 
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１１月２日 棚田に視察・見学者（大阪府、高槻市から計４名）。 

スコップを持っての応援隊だ。戦力アップ。３６ａの遊休地の景観回復達成！

報告。諸々の活動をマスコミにも取り上げて頂き、大きな反響に励まされて

いる。農の活動の秘訣話！今後の計画など…説明。高槻市からは遊休地解

消に向け動き出すという、その視察でもある。 

活動の中で機械化、便利さにたよるより、少し足りない方がゆとりがあっ

てホッとする。足りなさを補う知恵・工夫が…これまた面白い。くる人をあ

きさせないことが大切かと思います。(参加者：１２名) 
大阪府、高槻市より視察 

○Ａ Ａ地元の方から戴いたなにわ伝統野菜「真菜」が大きく成長、少々密の播種！タネ蒔きは難しいことを痛感。

作る楽しみ、育てる喜びを…また伝統野菜を守ることの幸せを噛みしめています。発芽率１００％。 

○Ｂ はしご作りに奮闘中、棚田では大工仕事も丌可欠。それぞれ自分の持ち味を生かす。折れませんように！ 

○Ｃ高砂ユリのタネ３０ｇ、鹿よけネット８０ｍを張りめぐる。来年の夏には…見事な花が…。町の風物詩となるか？ 

○Ｄ 日本スイセン（６００球）、早くも雌花誕生。年明けの一月頃から開花！一球から二輪の花穂が付くと…１２００本

の花が咲く計算です。棚田が桃源郷になるか！こうご期待下さい。 
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１１月１３日、１６日 

（活動日） 

高砂ユリ 真菜 日本スイセン 

まかしとき 

11 月 27 日（日） いよいよゴボウ掘りの到来！ 

真剣勝負で息を抜き、優しく引き抜く。力を入れすぎる

と途中で…ポキ。ゴボウの価値が下がる！スコップ・つ

るはしで７０ｃｍほど掘り込む。高山ゴボウはたかがゴボ

ウではない事を実感しました。納得できる体験に、歓

喜。（参加者：１５名）  

大地からの恵みに大満足 掘り始めて一時間経過、凄

い！お宝発見！！ 


